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の中でニホンザルは r三猿J ｢三番里｣ r粟引猿｣
｢千匹猿｣など伝統的画組で細々ながら描き続けら
れていた｡しかし18世紀後半の､応挙や氾仙による
近世リアリズムの台珊により､彼らはその生晴を生
きいきと展開しながら固相に岡丑上する｡狐仙では
母子関係とコドモの成長過程が､応挙ではオス間の
強弱といった社会関係がよく描き出されている｡
4)明治期より現代 :狩野派の瓦解は猿たちを粉
本的呪縛から閃放し､作家は伝統的な画題に自由な
解釈を与える｡閑雪の玄猿､光雲の老猿はその例か｡
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